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消防団施設等整備事業 事務事業評価シート

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

 消防屯所や消防団車両等は、定期的なメンテナンスと修繕を実施することが必要であり、今後
においても老朽化が著しい消防屯所や修繕を重ねても経年により災害現場において使用すること
が不適当と判断された消防団車両等については、計画的に更新を行い、防災力の低下を招くこと
のないよう、消防団装備等の整備を進めていく。

○消防屯所の更新について
　設計の変更等により入札まで時間を要したが、計画通り２８年度内に完成し、消防屯所の賃貸
借用地についても整地を完了し、地権者に返還した。

○消防団車両等の更新について
　仕様書一部変更や入札不調もあり納入時期が計画より遅れたものの、消防団車両等の整備を予
定通り実施した。

目標値より低い

7 7
7

　市民を火災・水害等の災害から守る消防責任を果たすため必要
である。

 受益と負担の適正化余地 　消防車両等の計画的な更新により、全ての市民が平等に安全を
受益することができる。受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

成果指標
の達成度

目標値より高い ○ 概ね目標値どおり

③

② 消防団車両等の更新整備 台
目標

①

実績

消防屯所の更新整備

目標

実績 7

1

7

棟
1 1目標

実績

1実績

27年度(実績)

③
計画

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 28年度(実績)

② 消防団車両等の更新整備 台
計画 7

① 消防屯所の更新整備 棟
計画 1

実績 7 7

委託

公
平
性

　計画的な修繕により消防屯所の長寿命化を図り、今まで耐用年
数を概ね40年としていたものを、概ね50年に引き上げる。向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

　消防屯所の計画的な修繕の実施により、消防屯所の長寿命化が
図られることにより、工事費は削減することが可能である。

対象外
適正である共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

意図
　消防屯所や消防団のポンプ自動車、小型動力ポンプ及び積載車を計画的に更新し、消防
力の充実強化を図ることで市民の安心・安全を守る。 妥当である

見直し余地がある

○消防団施設の整備
　・屯所新築　1棟
○公共下水道への接続
　・既存屯所　1棟
○消防団車両等の整備
　・消防ポンプ車更新　1台
　・小型動力ポンプ軽積載車更新　1台
　・小型動力ポンプ積載車更新　1台
　・小型動力ポンプ更新　4台

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

妥当でない

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性

【 事後評価 】平成 28 年度 事務事業評価シート

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 09 01 04

政策 2-3 防災危機管理体制の充実
施策 3 消防力の強化

29年度(計画)

28年度(実績) 29年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

194180 消防団施設等整備事業

暮らし

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

目的 　消防団車両等の適正な維持管理

対象 　消防団員

1

後援・協賛 補助・助成

27年度(実績)

市民参画の有無

市民協働の形態

実績 1 1



別紙1 2017/8/29

※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。 （単位：千円）

単位：千円 （1）消防屯所の整備 23,724千円　（前年度比：4,826千円増）（解体費・委託料の増加）

木造平屋建 建築・外構・乾燥塔・既存
延床面積73㎡ 物解体

◇ 消防屯所の状況

平成4年に建築された消防屯所であるが、屯所用地は地権者と賃借契約を結んでいたが、
消防屯所用地の返還により移転新築したもの。

◇ 工事費以外の経費　1,579千円
・工事設計業務委託 680千円 ・用地測量及び分筆等業務委託 895千円
・手数料　　4千円

（2）公共下水道への接続 886千円　（前年度比：256千円減）
～

　所　　属 団員数地区名建築年 備　考
北湯口1 屯所南側の公共下水枡への接続

（3）消防団車両等の整備　　35,912千円（前年度比：24,086千円減　無線整備完了に伴う減）

　　
　　所　属 団員数 　　地区名 購入年・　　更新車両 　 金額（千円）　　区分

第19分団第2部 東和（町井） H5 消防ポンプ車（CD-Ⅰ型） 更新
第17分団第4部 石鳥谷（山根） H6 小型動力ポンプ軽積載車 更新
第17分団第2部 石鳥谷（種森） H6 小型動力ポンプ積載車 更新
第9分団第2部2班 7 大迫（鍋屋敷） H5 小型動力ポンプ 更新
第17分団第2部 14 石鳥谷（種森） H5 小型動力ポンプ 更新
第17分団第4部 15 石鳥谷（山根） H9 小型動力ポンプ 更新
第17分団第6部 石鳥谷（上郷） H5 小型動力ポンプ 更新

※上記以外諸経費99千円

　

消防団施設等整備事業

事業概要

事業開始の背景・経緯

部重点施策における目標

△ 19,516

　消防屯所及び消防団車両は、発災時に異常なく使用できるよう現地確認、調査を十分に行い、
常に状態を把握することが重要である。また更新整備は、消防団組織等見直し委員会での協議の
状況を考慮し、慎重に進める必要がある。

財
源
内
訳

目

04

事業ｺｰﾄﾞ

194180

　火災・地震・風水害等の災害から花巻市民を守るため、団員約2,000人の活動に必要な施設・
装備を更新整備している。これらは可能な限り長期活用・維持に努めているが、耐用年数等を考
慮し、計画的な更新整備が求められている。

一般財源 24,538 15,022

事業名

年度 平成

一般

　地域消防力を強化するため、消防団員の確保に努めるとともにその活動を支援し、活力ある消
防団組織を構築する

年度〕

その他

09 01 消防団施設等整備事業

事業を展開する上での課題、留意事項　／　意見・要望等

○消防団施設の整備
　・屯所新築　1棟
○公共下水道への接続
　・既存屯所　1棟
○消防団車両等の整備
　・消防ポンプ車更新　1台
　・小型動力ポンプ軽積載車更新　1台
　・小型動力ポンプ積載車更新　1台
　・小型動力ポンプ更新　4台

13

14

事業期間 期間限定 〔平成単年度繰返

H14第3分団第11部 12 886
金額（千円）

国・県

60,522

△ 10,000

△ 9,516

地方債 55,500 45,500

課名 総務課

27年度
決算額(A)

28年度
決算額(B)

29年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費
80,038

担当係長 内線

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

担当部署 部名 消防本部

平成 28 年度 事業説明資料 【 】

項会計 款

事後評価
八重樫晴彦 376

18,036

事業説明資料

4,288
6,145

7,344

　所　　属 団員数 地区名 建築年 新築概要 工事費 施工概要

矢沢16第4分団第6部 　H4 22,145千円

16
15


